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輝く瞳 燃える情熱　～若人の夢 この北の大地に～
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　【戦評】

【試合結果】
男子 決勝トーナメント（１回戦）

　接戦を２勝し波に乗る地元代表札幌澄川中と粘り強いディフェンスで予選を抜け出した秋田井
川中の対決。
　開始早々澄川中＃７菊池がジャンプシュ－トを決めると、井川中も速攻で＃６菅生、＃１０鈴
木が得点を重ねる。澄川中は井川中の２－２－１スリ－クォ－タ－プレスからマンツ－マンの
ディフェンスに攻めのリズムを崩し、２－９になった時点でタイムアウト。しかし、澄川中の１
－３－１ハ－フコ－トゾ－ンにうまくアジャストする井川中は、＃４伊藤真や＃５伊藤大の３Ｐ
や＃１０鈴木のポストプレ－で一気に８－２２と突き放す。
　２クォ－タ－、井川中のシュ－トが落ちだすと澄川は＃７菊池を中心に速攻が決まり出す。井
川中も＃１０鈴木のポストプレ－で何とか得点するが、澄川中＃１０中本の連続シュ－トブロッ
クなどで勢いにのる澄川中が１７－２４まで詰め寄った時点で井川中のタイムアウト。その後も
澄川中が攻め立てるがフリ－スロ－が決まらず、２３－３３の井川中リ－ドで終了。
　３クォ－タ－、井川中は速攻で＃６菅生や＃４伊藤真の３Ｐを決めるが、その後シュ－トミス
が続く。一方澄川中は、井川中の３－２マッチアップゾ－ンを攻めてファウルを誘い流れを引き
寄せる。井川中はタイムをとって＃８小武海の３Ｐで再び流れを戻すが澄川中もタイムから１－
２－１－１で仕掛け、＃５加藤のブザ－ビ－タ－で４２－４７の井川中リ－ドで終了。
　４クォ－タ－、井川中は＃４伊藤真の３Ｐが２本連続で決まると勢いに乗り、＃１０鈴木のゴ
－ル下の得点もからめ落ち着いて試合をすすめる。澄川中も必死のディフェンスから３Ｐを打ち
込むが、逆に速攻で失点を重ね、７９－５０でタイムアップ。
　互いにスピ－ド感のある速攻を武器に素晴らしい戦いを繰り広げたが、最後には井川中の集中
力が光った一戦であった。
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